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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 提出され審査の対象となる論文は、本年の３月 20 日に中央経済社から発刊された「新株発行のメカニズムと法規
制」という単行本である。内容的には、1980 年代後半から 1990 年代を中心に、阪大法学、商事法務、判例タイムズ、
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トに第三者割当増資をして自らの地位を守る事例が古くからあり、経済の国際化が進む現在、問題の重要性は高まっ
ているといえる。 
 本書に収容された吉本教授のこれらの論稿は、新株発行に関する基本的視座を確立した上で、諸問題について、理
論的に深い分析の下、新しい解決の手法を提示し、問題の具体的解決を説得的に論じている。したがって、新株発行
を論じる者は、これらの諸論稿を必ず参照、引用している。このことだけでこれらの諸論稿が重要性を持っているこ
とを示しており、これらの諸論稿がまとめられた本書は、学界、実務界にとって有益かつ貴重な文献となると思われ
る。この意味において、本書は博士論文に十分値するものといえる。 
結 論 
 吉本教授は、一早く新株発行の問題に着目し、かつ緻密な解釈論を展開された点で、この領域の先駆者としての地
位を確立され、商法・会社法学者の高い評価を得ているといえる。この意味で、本書に対して博士号を授与すること
は、同教授の商法に関するその他の膨大な諸論稿を含め、その業績に対する正当な評価を与えるものとしてふさわし
い処遇であると考える。 
